
令和３年度龍ケ崎市小中学校長研究協議会

令和３年１１月２４日

テーマ「感染症対策を踏まえた働き方改革」

視点１ 行政との連携や働きかけ

・市教育委員会と市学校長会で意見交換会を開催

テーマ「市教育委員会と校長会が連携した働き方改革の推進について」

・教育課程に関わる内容の改善の視点からの実践

学習指導（教材の共有，テストのデジタル採点，）

学習評価（二学期制の採用，通知表所見の見直し）

学校行事（運動会・体育祭の工夫，全校集会等の工夫，儀式的行事の工夫等）

日課表の工夫（５時間授業増への調査研究）

・業務に関わる内容改善の視点からの実践

出欠・保健情報管理（欠席管理・検温報告 Webアンケート化等）
保護者対応（PTA 活動の見直し，学校だより等オンライン配付，家庭訪問廃止等）
事務・会議・研修（校務支援システムによるデジタル化，共有フォルダーインデッ

クス化，オンライン会議・研修の実施，研修の選択制等）

視点２ 自校での取組（龍ケ崎市立川原代小学校）

・学校行事の見直し

ウィズコロナの観点から，学校行事のスリム化を図った。以下がその具体である。

① 分散型授業参観の実施

１時間に２つの学年のみ授業を公開

(2校時1,3年 3校時2,5年 4校時4,6年)

※ 教室の配置を考慮し公開クラスを決定

※ 新型コロナウイルス感染症予防の観点から保護者

の参観は，１家庭１名を基本とした。

② オンラインによる各種集会活動の実施

密を避けるため，全体が集まるような集会活動は全

て規模を縮小してオンラインで実施した。

※ 左写真は「創立記念集会」の様子

※ ６年生の教室をスタジオとして学校や地域の歴史

について他学年の児童に配信

・学校サポーターの活用（消毒作業，事務補助等）

各教室の机，椅子，ドアに加え，トイレや水道など利用頻度が高い箇所の消毒に協

力してもらい，教職員の負担軽減を行った。

視点３ 次年度に取り組みたいテーマ

・ウィズコロナ・アフターコロナの観点からと働き方改革を踏まえた教育活動の改善と

学校行事の再編成




